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七月 七日、 梅雨 あがりの 暑い 宵で あつたと 記憶して 

いる。 そのころ 私 は 銀座の 新聞社に 勤めて いたので、 

社から 帰る 途中、 銀座の 地蔵の 縁日 を ひやかして 歩い 

た。 電車の まだ 開通し ない 時代で あるから、 尾 張 町の 

横町から 三十 間 堀の 河岸へ かけて、 いろいろの 露店が 

ならんで いた。 河岸の 方に は 観 世 物 小屋と 植木屋が 多 

かった。 

観 世 物 は 剣舞、 大蛇、 ろくろ 首の たぐいで ある。 私 

はおび ただしい 人出の なか を 揉まれながら、 今や 河岸 



けた ものに は、 景品と して 浴衣 地 一反 を くれる とか、 

手拭 二 本 を くれる とか 云う ことにな つてい るので、 慾 

が 手伝って はいる 者 も 少なくな いんです」 

「通り抜ければ、 ほんとうに 浴衣 や 手拭 を 呉れ るんで 

さ 

すか」 と、 わたし は 訊いた。 

「そり や あ 呉れる に は 呉れます」 と、 老人 は 笑いな が 

らうなず いた。 「いくら 江戸時代の 観 世 物 だって、 遣 

ると 云った 以上 はやらな いわけに は 行きません。 そん 

な 与太 を 飛ばせば、 小屋 を 打ち 毀され ます。 しかし 大 

抵の者 は 無事に 裏木戸まで 通り抜ける - J とが 出来な い 

で、 途中から 引つ 返して しまうよう になって いるので 



す。 と 云う の は、 初めのう ち はさ ほどで もない が、 い 

よいよ 出口へ 近いと ころへ 行く と、 ひどく 気味の 悪い 

のに 出つ くわす ので、 もう 堪 まらな くな つて 逃げ出す 

ことになる。 おれ は 無事に 通って 反物 を 貰った なぞと 

云い 触らす の は、 興行師の 方の 廻し 者が 多かった よう 

です。 そのう わさに 釣られて、 おれこ そ はとい う 意気 

込みで 押し掛けて 行く と、 やっぱり 途中で きゃあと 叫 

んで 逃げて 来る。 つまり は 馬鹿にされながら 金 を 取ら 

れ るよう な 訳です が、 前に も 云う 通り、 怖い 物見た さ 

と 慾と が 手伝う の だか ら 仕方が な い 。 

その 幽霊の 観 世 物に ついて、 こんなお 話が あります _ 



おおどし ま てり ふりち よう 

四 五 歳の 大年増で、 照 降 町の 駿河屋 という 下駄屋の 

女 隠居で ある。 照 降 町 は 下駄 や 雪踏 を 売る 店が 多い の 

で 知られて いたが、 その 中で も 駿河屋 は 旧家で、 手広 

く 商売 を 営んで いた。 

駿河屋 の 主人 仁 兵 衛は八 年 以前に 世 を 去った が、 跡 

取りの 子供がない。 但し その 以前から 主人の 甥の 信 次 

郎 というの を 養子に 貰って あつたので、 当座 は 後家の 

お 半が 後見 をして いたが、 三年 前から 養子に 店 を 譲つ 

てお 半 は 近所の 杉の 森 新道に 隠居した ので ある。 

お 半 は 変死の 当日、 浅 草 観音へ 参詣す ると 云って、 

朝の 四ッ (午前 十 時) 頃に 家 を 出た。 女中 も 連れずに 



出た ので あるから、 出先の こと はよ く 判らない が、 ま 

ひるめし 

ず 観音に 参詣して、 そこらで 午 飯で も 食って、 奥山の 

あたりで も 遊び あるいて、 それから 仁王門 そばの 観 世 

物 小屋へ 入り込んだ のであろう。 その 死体の 発見され 

たの は、 夕七ッ (午後 四時) に 近い 頃であった。 

とおり しん まち 

下 谷 通 新 町 の 長 助と いう 若い 大工が 例の 景品 をせ 

リ ようけん 

しめる 料簡 で、 勇気 を 振る つ て 木戸 を は いって、 獄門 

首の さらされ ている 藪の きわ や、 骸骨の 踊って いる 木 

の 下 や、 三途の川 や 血の 池 や、 それらの 難所 をと も か 

くも 通り越して 二筋道の 角に 出た。 

最初から その 覚捂 であるから、 長 助 は 猶予せ ずに 左 



ずに つかつかと 突き進む と、 幽霊 は それ を 避ける よう 

に ふわりと 動いた。 ざまを見ろと、 彼 は 勝ち誇って 進 

んで ゆく と、 その 足 はまた 何物に かつまず いた。 それ 

は 人であった。 女であった。 

その 女に つまずいて、 長 助 は 思わず 小膝 を 突く と、 

女 は 低い 声で 何 か 云ったら しかった。 そうして 突然に 

長 助に むしり 付いた。 驚いて 振り放そう としたが、 女 

は なかなか 放さない。 長 助 も 一生懸命で、 滅茶苦茶に 

女 をな ぐり 付けて、 どうやら こうやら 突き倒して 逃げ 

た。 こうなる と、 もう 前へ むかって 逃げる 元気 はない _ 

彼 は あとへ 引つ 返して 逃げた ので ある。 



えので、 当分 は 義母のお 半が 後見 をして いて、 信次郎 

が 十八の 秋に 店 を 譲った のです。 十八で もま だ 若け え 

が、 店に は 吉兵衛 という 番頭が いるので、 それが 半分 

は 後見の ような 形で、 商売の 方 は 差支え 無しに やって 

いるそう です。 若 主人の 信 次郎は 色白の おとなしい 男 

で、 近所の 若け え 女なん ぞには 評判が いいそう です」 

「信 次郎 はま だ 独り 身 か」 

しんしょ-つ 

「そんな わけで、 男 はよ し、 身上 はよ し、 年頃で は あ 

リ、 これまでに 二、 三度 も 縁談の 申し込み があった そ 

うです が、 やっぱり 縁遠い というの か、 いつも 中途で 

毀れ てし まって、 いまだに 独り 身です。 と 云って、 別 



いた。 

「だが、 相手 はこん な 事に 馴れて いる。 唯な ぐって 突 

き 出した ばかり じゃあ あるめえ。 そこに は 又、 仲裁す 

るよう な 奴が 出て 来て、 兄い、 まあ 我慢して くれと か 

何とか 云って、 f 朱 銀の 一つ も 握らせて くれた か」 と、 

半 七 は 笑った。 

長 助 はや はり 黙って いた。 

「もうこう なったら 隠す こと は あるめえ。 おめえ は 一 

体なん と 云って、 あの 小屋へ 因縁 を 付けに 行った の だ」 

「あの 時、 飛んだ ところへ 行き合わせて、 わたし もい 

ろい ろ 迷惑し ました」 と、 長 助 は 低い 声で 云った。 「観 



角 だが 受け取れな いと 云う。 そ の 押し問答が 若 主 人 の 

耳に はいると、 信 次郎は 奥から 出て 来て、 おまえから 

そんな 物 を 貰う 覚え はない と、 激しい 権 幕で 呶 鳴り 付 

けたそう です I 

「激しい 権 幕で 呶鳴リ 付けた か」 と、 半 七 はうな ずい 

た。 

「主人の 勢いが あんまり 激しい ので、 音 造の 野郎 もさ 

すがに 気 を 呑まれた のか、 それとも 大勢が ごたごたし 

ている 所で 暄嘩 をし ちゃ あ 自分の 損 だと 思 つたの か、 

しつ ぼ 

主人に あたまから 呶鳴リ 付けられて、 尻尾 をまい てこ 

そこ そと 逃げて 帰った そうです。 どっちに しても、 意 



こ-つ 4PU 

み 女の 死骸 を またがせられた。 大きい 蝙蝠に 顔 をな で 

られ た。 もうこ こら だろうと 思う ときに、 半 七の 頰か 

むりの 手拭 をつ かむ 者が あった。 

まげぶ し 

鬍節を 取られない 用心の ために、 半 七 は鬅と 手拭の 

じあた ま 

あいだに 小さい 針金 を 入れて 置いた ので、 手拭 は 地頭 

よりも 高く 盛り上が つていた。 それ を 知らない 怪物 は、 

いたずらに 手拭 を摑ん だに 過ぎなかった。 爪の 長い 手 

が 手拭 をず るりと 引いた 時、 半 七 はすぐ に 其の 手 を 

取って、 あべこべに ぐいと 引く と、 不意 を くらって 怪 

物 は 立ち木の 枝から ころげ 落ちた。 透かして 見る と、 

それ は 猿の ような 姿で ある。 



しだ。 いい か、 よく 其の 訳 を 云って くれ」 

五 

「これでお 判リ になり ましたろう」 と、 半 七 老人 は 云つ 

た。 「さっきから お話し 申した 通り、 観 世 物 小屋へ は 

最初に 女 隠居のお 半が はいる。 つづいて 養子の 信次郎 

が はいる。 その あとから 大工の 清 五郎と お 来が はいる _ 

かなづち 

お 半 を 抱えて いたのが 信次郎 で、 うしろから 鉄槌で 叩 

いたのが 清 五郎です」 

「それにしても、 なぜお 半 を 殺す ことにな つたんで す 



です が、 信次郎 がどうしても 承知し ない。 金が 惜しい 

の じゃあなくて、 お 半との 関係に ついて 強く 嫉妬 心 を 

持って いたから です。 それが ために 話が いつまでも 纒 

まらない。 音 造 も 表向きに 持ち出せる 問題 じゃあない 

から、 所詮 は 泣き寝入り にす るの ほか はない。 その 口 

惜し まぎれに 刃物三昧に 及んだ わけです が、 その 音 造 

を 取り 押さえた 為に、 清 五郎 もす ぐに 其の 場から 緦付 

きになる と は、 天の 配剤と でも 云う のでし ようか、 ま 

^ J とに 都合よ く 行 つた ものです。 

音 造 も 清 五郎 も 無論 死罪です が、 お 来 だけ は 早く も 

姿 を 隠しました。 それから 七、 八 年の 後に、 両国 辺の 
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